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DXぺディションモード① （FOX/HOUNDモード）
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• FT8のQSO効率を上げるための工夫がされた

モードです。通常とは電文形式が異なっている

モードで、WSJT-Xで運用できるF/Hモードと

SuperFOXモード、MSHVのMSモードがあります。

• Fox（ペディション局）は、1回の送信で最大5波同

時に60Hz間隔で応答しレポートを送信、Hound

（呼出局）のレポートが確認できればRR73と次に

応答する局へのレポートを同時に送ります。従っ

て、1回半の送受信で5局同時に交信が終了しま

す。またHoundはSkipTx1でコールできません。

• Foxは1000Hz以下で送信→Houndは1000Ｈｚ以上

でコール→Fox返信後はHoundが1000Hz以下に

QSYして交信します。従ってHound側ではWSDT-X・

JTDXをHoundモードにする必要があります。これ

はピックアップ後に混信が少ない1000Hz以下で

確実に交信することを目的としています。従って

標準周波数では運用されません。



DXぺディションモード② （MSHV MAモード）
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• ペディション局側がMSHVというFT8アプリのMA

モード（Multi Answering Auto Seq Protocol）でオ

ペレートする形式です。

• ペディション局が60Hz間隔で複数送信すること、

およびレポートとRR73を同時に送信する形態の

電文であることはF/Hモードと同じですが、F/H

モードの制約（Foxが1000Hz以下で送信→Hound

は1000Ｈｚ以上で返信→Fox返信後はHoundが

1000Hz以下にQSYして交信）がないため、呼出局

側は特別なアプリやモードでのコールは不要。

• なお、通常の送信と異なり、N波同時送信のFox局

のトータル送信電力は1/Nとなり、それぞれの信

号電力は1/N2となります。（F/Hモードも同様）

• F/HモードとMSHVの使い分けについて

https://ja4joe.livedoor.blog/archives/2024877

5.html

https://ja4joe.livedoor.blog/archives/20248775.html
https://ja4joe.livedoor.blog/archives/20248775.html


DXぺディションモード③ （SUPER FOXモード）
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• Fox局（ペディション局）は、帯域1512Hzの特別信号。（出

力減衰しないため、最大+10dB改善）750～2262Hzまでの

帯域を含む（最大1512Hz帯域）に、最大9局のHound局（呼

出局）へ信号レポートとRR73への応答などを送出。2024

年に登場。（独特なピロピロ音♪）

• Hound局（呼出局）は、従来通りのFT8（帯域50Hz）でコー

ルします。F/HモードのQSYも不要。ただし、デコードするた

めにWSJT-Xのｖ2.7.0 RC8版（improved版含む）が必要。

（2025年1月リリース・9/30まで有効）

• WSJT-X RC8版の解説・インストール

https://ja4joe.livedoor.blog/archives/27725846.html 

もどる

https://youtu.be/r6SrwspXkVk?si=aHkJHY0RJ3sFJr34
https://ja4joe.livedoor.blog/archives/26249365.html
https://ja4joe.livedoor.blog/archives/27725846.html


グリッド・ロケーター（GL）について

©全国金融機関アマチュア無線クラブ 23

• グリッド・ロケーター（Grid Locator）とは、地球上での位置を経度・

緯度を基準に6桁の英字・数字で表したもの。主に無線通信で無線

局の位置の概略を示す目的に使われ、これを用いると相手局の

位置が市区町村レベルで分かります。

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B0%E3%83%AA%E3%83%8

3%E3%83%89%E3%83%BB%E3%83%AD%E3%82%B1%E3%83%BC%E

3%82%BF%E3%83%BC

• WSJT-X/JTDXでは、このGLの設定が必須です。（最低でも4桁）

• なお、自局や運用地点のG/Lを求めるために、QSLカード印刷メー

カーの「アイカラー」が「住所」や「施設名」などのキーワードを入

力するだけで、目的地の地図と6桁のGLを表示するサービスを

行っています。

https://www.icolor.co.jp/catalog/qsl-card/gridlocator.html

もどる

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B0%E3%83%AA%E3%83%83%E3%83%89%E3%83%BB%E3%83%AD%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B0%E3%83%AA%E3%83%83%E3%83%89%E3%83%BB%E3%83%AD%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B0%E3%83%AA%E3%83%83%E3%83%89%E3%83%BB%E3%83%AD%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%83%BC
https://www.icolor.co.jp/catalog/qsl-card/gridlocator.html


GRIDTRACKER
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• WSJT-X、JTDXでデコードした局の詳細な情報を、GLの単位で世界地図上に表示するア

プリ。交信を開始すると、自局と相手局を世界地図に表示します。

• JT Alertと同様の未交信局（DXCC・WAZ）アラート機能があるが、独自の機能として、WAS

やPOTA情報を含めたWkd/Cfm表示、また地図上にPOTA移動局の状況を表示する機能、

JT Linker同様のLoTW・CLUBLOG等へログをアップロードする機能等があります。

• ダウンロードページ（v2.250101.1)→こちら

日本語マニュアル(v1.23.0205)→こちら

FT8アプリへもどる

https://gridtracker.org/index.php/downloads/gridtracker-downloads
https://cat-one.net/2023/02/25/gridtracker-user-guide_jp/


GRIDTRACKER（設定）
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• JTDXの設定画面（「レポーティング」タブ）とGridTrackerの設定画面

→UDPサーバーのIPアドレス・ポート名を合わせることが重要。

FT8アプリへもどる



FT8におけるシグナルレポート（DB表示）について
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• Sメーターの表示（S1～S9）は、絶対値として右表のとおりとすることが

IARUによって定められています。＜絶対値＞

• FT8におけるシグナルレポート（dB表示）は、このモードで使用される

2.5kHzの帯域幅が占めるスペクトル全体に存在するノイズレベルを分析・

測定し、そのレベルを基準の0dBとします。受信した信号が基準レベルに対

してそれ以上か、それ以下かで+dBまたは-dBの値になります。＜相対値＞

• 従って、理論的には同じ信号でもノイズレベルが高い市街地と、ノイズレベ

ルが低い郊外では異なる表示となります。しかし、やはり強い局の信号は

「＋に振れます」ので、神経質にならずに、データ通信の場合のシグナルレ

ポートの単位として捉えてよいと思います。

• 外誌に見る「FT8とそのデシベル表示」について（月間FBニュース）

https://www.fbnews.jp/202104/technical/

• 信号強度Sメーター FT8のdB表示 どう違う？

https://www.youtube.com/watch?v=5B_awpzksEo

＜Sメーター表示の基準＞

✓dBm … 対1mW（電力比）

✓dBμ … 対0.1μV（電圧比）

✓μV … 実電圧

もどる

https://www.fbnews.jp/202104/technical/
https://www.youtube.com/watch?v=5B_awpzksEo


VSPE(VIRTUAL SERIAL PORT EMULATOR）
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• 仮想COMポートは、先に起動したアプリが占有してし

まうため、後に同じポートを使用するアプリを起動す

るとエラーとなり起動しません。

→WSJT-X/JTDX起動の前にTurboHAMLOGやDSCW、

CtestWINが実行されているとエラーとなります。

→同じ設定のWSJT-Xの複数起動や、JTDXとの同時起

動ができない、など

• 上記の「占有」を回避するため、共有可能なバーチャ

ルポートを設定するアプリがVSPEです。（フリーソフト）

URL：https://eterlogic.com/Products.VSPE.html

VSPEの解説ページ

https://ja2grc.blog.fc2.com/?q=VSPE

• ＜必須ではない理由＞WSJT-X/JTDXを最初に立ち

上げ、その後にHAMLOGを立ち上げれば、運用に問題

はありません。（HAMLOGはポートエラーとなるが、情

報はすべてWSJT-X/JTDXから連携されるため）

FT8アプリへもどる

https://eterlogic.com/Products.VSPE.html
https://ja2grc.blog.fc2.com/?q=VSPE


FT8のリモート運用について
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• FT８は、運用がPCの画面操作で完結するため、リモートデスクトップアプリのみ

で遠隔運用が可能です。（CW/SSBは本体・リモート間の音声のやり取りが必須

となるため、その仕組みが必要です）

• バンドごとのアンテナのチューニングや、ビームアンテナの回転制御、リグの

コントロールなどが必要な場合は、それぞれを制御するアプリをPCにインス

トールする必要があります。

• リモートデスクトップアプリで、もっとも手軽に設定・操作できるのは

「GoogleChromeリモートデスクトップ」でしょう。遠隔操作のPCだけでなく、外出

先でスマホやタブレットによる操作も可能です。（操作に慣れは必要）

https://pc.watch.impress.co.jp/docs/topic/feature/1495760.html

• 尚、リモート運用には局免許の変更申請が必要です。「無線局事項書及び工事

設計書」「15 備考」に以下を記入し、次ページの資料を添付します。

→「第〇〇送信機は、インターネットにより遠隔操作をおこなうものです。」

https://www.tele.soumu.go.jp/j/others/amateur/confirmation/remote_cont

rol/index.htm
※同一住所内におけるアマチュア無線局の遠隔操作の申請は不要です。（一の構内で行われるアマチュ

ア局の無線設備の遠隔操作の特例）

＜Chromeデスクトップ・スマホ画面＞

https://pc.watch.impress.co.jp/docs/topic/feature/1495760.html
https://www.tele.soumu.go.jp/j/others/amateur/confirmation/remote_control/index.htm
https://www.tele.soumu.go.jp/j/others/amateur/confirmation/remote_control/index.htm


FT8のリモート運用について
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• 工事設計書に添付する適合説明資料の例



FT8関連書籍について
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• FT8のセットアップ、運用などについて書かれている単行本はあり

ませんが、アマチュア無線関連雑誌にて、特集や別冊で付属され

ています。バックナンバー検索の参考として下さい。

➢ CQ誌 2023年7月号別冊付録「FT8セットアップガイド」

➢ HAMworld誌2023年7月号特集「IC-7300で始めるFT8」

➢ HAMworld誌2023年１１月号特集「FT8スキルアップのためのアプ
リ活用＆運用テクニック」

➢ CQ誌 2024年7月号別冊付録「FT8最新ガイド2024」

➢ HAMworld誌2024年9月号特集「FT8スタートマニュアル」

➢ CQ誌 2024年9月号別冊付録「FT8運用マニュアル」

➢ CQ誌 2025年1月号特集「FT8の魅力と誘い2025（セットアップ
ガイド付き）」

➢ CQ誌 2025年2月号特集「オペレーションガイド2025 これから
FT8をはじめよう」



最後に（本資料の作成にあたって）
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• これまで私は、ネットや雑誌に散らばるFT8の情報を、その時々の自分のレベルに応じて収集・解釈し、運用してき

ました。その結果、40年振りのアマチュア無線をとても楽しませていただいています。

• でもそれは、必ず苦労をされた先人の方々がいらっしゃり、素晴らしい資料を残してくださった恩恵によるもので

す。やり方がわからないときは「必ずどこかに書いてある」ので、「必ずなんとかなる」世界です。本当にありが

たいと思うと同時に、アマチュア無線界隈は素晴らしい人たちの集まりだと思います。

• 特にわかりやすく解説しておられるのが「向島ポンポコ日記」様のウェブサイトで、本資料でも多くのリンク先と

して参照させていただいています。参照についてご本人様にご承諾をいただいており、本資料作成の際にアド

バイスもいただきました。ありがとうございます。

• もちろん、わからないことは「仲間に聞く」のが一番早い解決法です。経験が2年に満たない若輩者が生意気を

言うようですが、この資料を通じて、皆様に少しでもFT8の楽しみに触れ、楽しんでいただけると嬉しいです。

2025年2月

野村達哉/JK1MJE

https://ja4joe.livedoor.blog/archives/cat_279505.html
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